
●農協法公布記念日メッセージ

●JA宗谷南女性部日帰り視察研修

●初のスマート農業サミットin稚内

●道北共進会(兼)全日本共進会予選会

●全日本ホルスタイン共進会

●第７回・８回理事会議案等

●大きくなって里帰り（育成牧場）

●新採用職員・退職職員のお知らせ

●よくばりフェスタ2025

●枝幸小学校校外学習に牧場見学

●東野ひでき氏参議院選挙当選報告

●認知症を先送りさせる前頭葉

刺激習慣のすすめ

●災害時に備えJA共済アプリ登録

による携帯電話番号の登録

●笑味ちゃん×ＨＥＬＬＯ ＫＩＴＴＹ

いっしょに国消国産！

●金融店舗からの営業時間のお知らせ
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宗谷南

内田喜久男氏 名誉賞受賞牛

甥っ子後藤慎平氏 内田礼子氏

名誉賞受賞決定のハイタッチの瞬間！是非動画でご覧ください。



昭
和
22

年
11

月
19

日
に
農
業
協
同
組
合

法
（
農
協
法
）
が
公
布
さ
れ
て
か
ら
78

年
が
経
過
し
ま
し
た
。

戦
後
の
食
糧
不
足
の
混
乱
期
に
、
農

業
者
の
協
同
組
織
を
通
じ
て
農
業
生
産

力
の
向
上
と
農
業
者
の
地
位
向
上
を
図

り
、
国
民
経
済
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ

と
を
目
的
に
制
定
さ
れ
た
こ
の
法
律
に

よ
り
、
農
業
協
同
組
合
が
誕
生
し
ま
し

た
。農

業
協
同
組
合
は
「
農
業
者
に
よ
る

農
業
者
の
た
め
の
組
織
」
と
し
て
、
自

主
・
自
立
、
民
主
的
運
営
を
基
本
に
、

相
互
扶
助
の
精
神
の
も
と
、
組
合
員
の

営
農
と
生
活
の
安
定
、
地
域
社
会
の
発

展
に
貢
献
し
て
き
ま
し
た
。

一
方
、
農
業
・
農
村
を
取
り
巻
く
環

境
は
大
き
な
変
革
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。

気
候
変
動
に
よ
る
猛
暑
や
豪
雨
、
円
安

に
よ
る
資
材
高
騰
、
国
際
的
な
食
料
需

給
の
不
安
定
化
な
ど
が
農
業
経
営
に
影

響
を
与
え
て
い
ま
す
。

昨
年
、
農
政
の
憲
法
と
言
わ
れ
る
食

料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
の
改
正
に
よ

り
、
国
民
一
人
一
人
の
食
料
安
全
保
障

の
確
保
と
環
境
と
調
和
の
と
れ
た
食
料

シ
ス
テ
ム
が
基
本
理
念
と
し
て
位
置
付

け
ら
れ
、
世
界
的
な
食
料
需
給
の
不
安

定
化
に
よ
る
輸
入
リ
ス
ク
の
増
大
、
環

境
問
題
へ
の
対
応
な
ど
、
日
本
の
農
政

は
大
き
な
転
換
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
北
海
道
は
、
改
正
基

本
法
に
基
づ
く
農
業
構
造
転
換
対
策
の

予
算
確
保
、
食
料
安
全
保
障
の
強
化
、

持
続
可
能
な
北
海
道
農
業
の
確
立
に
向

け
て
、
組
合
員
の
声
を
国
政
に
届
け
る

活
動
を
継
続
し
て
い
ま
す
。

国
連
は
、
持
続
可
能
な
生
産
と
消
費
、

食
料
安
全
保
障
、
気
候
変
動
対
策
、
地

域
の
人
々
へ
の
医
療
・
福
祉
、
働
き
が

い
の
あ
る
人
間
ら
し
い
仕
事
の
創
出
、

す
べ
て
の
人
が
参
加
で
き
る
社
会
づ
く

り
な
ど
、
様
々
な
分
野
で
持
続
可
能
な

開
発
目
標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
に
貢
献
し
て

い
る
協
同
組
合
を
評
価
し
、
そ
の
認
知

の
向
上
と
協
同
組
合
の
振
興
の
た
め
に

２
０
２
５
年
を
国
際
協
同
組
合
年
に
定

め
ま
し
た
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー

プ
北
海
道
は
、
組
合
員
と
の
対
話
活
動

を
一
層
強
化
し
、
協
同
組
合
の
理
念
と

精
神
を
組
織
結
集
力
に
つ
な
げ
、
今
後

と
も
組
合
員
の
皆
様
が
夢
と
希
望
を

持
っ
て
営
農
と
生
活
が
続
け
ら
れ
る
環

境
を
整
え
る
こ
と
、
地
域
農
業
と
Ｊ
Ａ

の
発
展
に
全
力
で
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と

を
お
誓
い
申
し
上
げ
、
農
協
法
公
布
記

念
日
に
あ
た
っ
て
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
致

し
ま
す
。

農
協
法
公
布
記
念
日
に
あ
た
っ
て
の

組
合
員
・
役
職
員
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

北海道農業協同組合中央会

代表理事会長 樽井 功



令和７年度JA宗谷南の女性部一行９人は、９月２６日、日帰りでの視察研修を行った。

当日は天気には恵まれませんでしたが、朝８：００JA前出発し、途中休憩を挟みながら

１１：３０最初の目的地の上川町にある『もちごやマム』

に到着し、ここの、「辰巳農園」が直営するカフェで農園

で大切に育てられたもち米を使った多彩なもち料理やスイ

ーツが提供され、視察のメインとなる地元食材を最大限に

活かした昼食を堪能しました。

また、ここでは農園とカフェについての説明も丁寧に行

われ、皆さんは真剣な表情で聞き入っていました。

昼食を終えた一行は、名寄市の「イオン名寄ショッピン

グセンター」にて自由行動となりそれぞれがお土産や自分

用、こども用、孫用の衣服など沢山買い込み、帰りの車中

では、すでに来年の視察研修の話で大いに盛り上がり帰路

に着きました。

JA宗谷南女性部日帰り視察研修

もちごやマムでの記念写真

初のスマート農業サミット
最先端の酪農を体感in稚内市

稚内市で、１０月３、４日の両日、「宗谷スマート

農業SUMMIT」が初開催された。主催は宗谷地区農

協組合長会、宗谷地区スマート農業推進協議会及び農

業機械推進協議会によるもので、スマート農業の専門

家による講演や俳優でありホクレンアンバサダーを務

める森崎博之さんが司会を務めるスペシャル対談の実

施。

スマート農業の展示や実演もあり、最先端の酪農を学

べる体験型イベントとなった。

初日の３日は、コーディネーターの森崎氏によるス

マート酪農のメリット・デメリット、技術導入と普及

の課題、今後の展望とビジョンをテーマに「ＳＤＧｓ

１７項目」の次の１８項目目を考えてほしいと来場の

中学生に問いかけていました。

翌４日は、子ども向けのイベントとして疑似牛によ

る搾乳体験、ミルク入浴剤作り体験、牧草ロールお絵

描き体験などが行われ、北防波堤ドームに笑い声が響

き渡っていました。



道
北
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共
進
会(

兼)

全
日
本
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共
進
会
予
選
会

ジ
ュ
ニ
ア
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

内
田
喜
久
男
氏
出
品

第
5
部

「Ｓ
Ｊ
フ
ア
ー
ム

サ
イ
ド
キ
ツ
ク

ブ
リ
ツ
ピ
ー
」

9
月
19
日
ホ
ク
レ
ン
農
業
協
同
組
合
連
合
会
主
催
に
よ
る

「
２
０
２
５
年
度
道
北
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共
進
会(

兼)

全
日
本
ホ

ル
ス
タ
イ
ン
共
進
会
予
選
会
」
が
豊
富
地
域
家
畜
市
場
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

当
組
合
か
ら
は
、
選
抜
さ
れ
た
5
戸
10
頭
、
２
団
体
２
頭

が
出
品
さ
れ
全
出
品
牛
１
１
９
頭
16
部
門
に
わ
た
っ
て
の
審

査
が
行
わ
れ
た
。

審
査
員
に
は
、
ア
メ
リ
カ
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
州
の
酪
農
家

「
パ
ッ
ト
・
コ
ン
ロ
イ
」
氏
が
務
め
ま
し
た
。

グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
は
、
㈱
栗
城
牧
場
（
豊
富

町
）
出
品
の
第
14
部
「
エ
ツ
セ
ン
ス

デ
ル
タ
ラ
ム
ダ

キ

ン
グ

ア
ポ
ロ
」
が
輝
い
た
。
リ
ザ
ー
ブ
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン

ピ
オ
ン
に
は
板
垣
祐
太
さ
ん
（
幌
延
町
）
出
品
の
12
部
「
エ

ル
モ

キ
ヤ
ツ
ツ

サ
イ
ド
キ
ツ
ク
」
が
獲
得
し
た
。

ほ
か
の
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
は
、
「
リ
ザ
ー
ブ
ジ
ュ
ニ
ア
に
苫

前
町
中
嶋
卓
広
氏
」
「
イ
ン
タ
ー
ミ
デ
ィ
エ
イ
ト
に
幌
延
町

板
垣
祐
太
氏
」
リ
ザ
ー
ブ
イ
ン
タ
ー
ミ
デ
ィ
エ
イ
ト
に
遠
別

町
佐
久
間
陽
生
氏
」
「
シ
ニ
ア
に
豊
富
町
㈱
栗
城
牧
場
」

「
リ
ザ
ー
ブ
シ
ニ
ア
に
豊
富
町
佐
藤
道
寛
氏
」
ら
が
各
チ
ャ

ン
ピ
オ
ン
と
な
り
ま
し
た
。

当
組
合
出
品
牛
の
う
ち
３
部
と
５
部
に
出
品
の
内
田
喜
久

男
氏
所
有
牛
が
10
月
25
～
26
日
開
催
の
「
２
０
２
５
年
第
16

回
全
日
本
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共
進
会
」
へ
出
品
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

内
田
喜
久
男
さ
ん
全
日
本
出
場
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

部 名号 等 席 出品者 

１ クリアストーム カプレゼ スミレ ２ 2 ヒロヤマファーム 

２ ウチ プロフィット アルトウーベ マークイス 2 １ 内 田 喜久男 

３ ハッピーライン ＲＴ アンテロープ ルル １ ２ 内 田 喜久男 

３ オムラ アイキャン マタドーア １ ３ 小 椋 義 則 

5 ＳＪファーム サイドキック ブリッピー 1 １ 内 田 喜久男 

５ ウチ プロフィット オールファミリー マークイス １ ３ 内 田 喜久男 

８ ハッピーライン サイドキック ベイリーズ ２ ２ 山 田 唯 太 

９ マタドーア アンソニー ジャガー バクスター ２ ２ チームＡＴＴＯ 

13 ハッピー グローリー フイル-ド ハギ ハイオクターン 1 3 拓 北 の 会 

 

道北共進会入賞者一覧

２部 内田喜久男氏出品

１部 ヒロヤマファーム出

３部 内田喜久男氏出品 ３部 小椋義則氏出品 ５部 内田喜久男氏出品 ８部 山田唯太氏出品

ジュニアチャンピオンに輝いた内田氏所有

「ＳＪファーム サイドキック ブリッピー」

ホクレン篠原大会長挨拶の代読する

「宗谷地区組合長会向井地会長」
所有者内田喜久男氏とジュニア

チャンピオン牛とのツーショット



第１６回全日本ホルスタイン共進会

３部出品 内田喜久男氏所有
「ハッピーラインＲＴアンテロープルル」

名誉賞受賞 おめでとうございます！

全
日
本
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共
進
会

未
経
産
ク
ラ
ス
名
誉
賞

内
田
喜
久
男
氏
出
品

第
３
部

「ハ
ッ
ピ
ー
ラ
イ
ン

Ｒ
Ｔ

ア
ン
テ
ロ
ー
プ

ル
ル
」

10
月
25
日
か
ら
2
日
間
安
平
町
で
開
催
さ
れ
た
日
本
ホ
ル
ス
タ
イ

ン
登
録
協
会
主
催
の
「
第
16
回
全
日
本
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共
進
会
」
で

内
田
喜
久
男
氏
の
出
品
し
た
第
3
部
未
経
産
牛
が
1
部
か
ら
6
部
の

未
経
産
牛
ク
ラ
ス
の
ト
ッ
プ
と
な
る
名
誉
賞
に
輝
い
た
。
当
組
合
と

し
て
も
初
の
快
挙
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
の
大
会
は
、
全
国
各
地
か
ら
約
３
９
０
頭
が
ク
ラ
ス
別
に
別

れ
、
宗
谷
管
内
か
ら
は
17
頭
が
出
場
し
た
。
内
田
さ
ん
は
、
05
年
、

15
年
に
続
き
3
度
目
の
全
共
出
場
に
な
り
ま
し
た
が
、
「
10
年
ぶ
り

の
共
進
会
に
強
い
思
い
を
持
ち
、
日
々
牛
と
向
き
合
っ
て
き
た
。
牛

を
売
っ
て
く
れ
た
人
や
応
援
し
て
く
れ
た
地
元
の
人
た
ち
み
ん
な
の

お
か
げ
」
と
喜
ん
だ
。

審
査
員
を
務
め
た
日
本
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
登
録
協
会
の
稲
山
智
明
氏

は
「
胸
の
深
さ
や
後
肢
の
構
造
な
ど
も
際
立
っ
て
お
り
、
歩
様
も
ス

ム
ー
ズ
だ
っ
た
」
と
講
評
し
た
。

受
賞
後
の
28
日
に
は
、
村
上
守
継
町
長
を
表
敬
訪
問
し
名
誉
賞
受

賞
の
報
告
を
し
、
「
出
場
者
は
絶
対
勝
ち
た
い
人
ば
か
り
。
特
に
名

誉
賞
は
誰
も
が
欲
し
い
も
の
、
勲
章
を
も
ら
っ
た
感
じ
」
と
感
慨
深

げ
に
話
し
、
村
上
町
長
も
「
大
変
な
苦
労
が
あ
っ
て
報
わ
れ
た
か
と

思
い
ま
す
。
町
と
し
て
も
嬉
し
い
限
り
」
と
快
挙
を
称
え
ま
し
た
。

ま
た
、
今
回
の
全
共
の
最
高
位
賞
に
は
、
遠
軽
町
の
木
村
吉
里
氏

所
有
の
「
サ
ニ
ー
ウ
ェ
イ

ア
ス
ト
ロ

マ
ツ
カ
チ
エ
ン
」
が
選
ば

れ
初
の
「
改
良
日
本
一
」
の
栄
冠
を
手
に
し
た
。
ち
な
み
に
こ
の
牛

の
名
前
、
ど
こ
か
で
聞
い
た
よ
う
な
書
い
た
よ
う
な
気
が
し
ま
し
た

が
、
昨
年
の
全
道
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
で
し
た
。
素
晴
ら
し
い



【
決
議
事
項
】

⒈

当
組
合
に
お
け
る
取
引
の
リ
ス
ク
評
価
書
の改

正
に
つ
い
て

⒉

電
子
交
換
所
か
ら
の
脱
退
に
つ
い
て

【
協
議
事
項
】

⒈

８
月
末
ク
ミ
カ
ン
計
画
実
績
対
比
に
つ
い
て

⒉

旧
メ
カ
ニ
ッ
ク
サ
ー
ビ
ス
機
械
処
分
に
つ
い
て

【
監
査
関
連
報
告
事
項
】

⒈

第
２
四
半
期
監
事
監
査
報
告
及
び
臨
時
監
査
報
告
に
つ
い
て

⒉

内
部
監
査
報
告
に
つ
い
て

【
報
告
事
項
】

⒈

仮
決
算
損
益
計
算
書
の
報
告
に
つ
い
て

⒉

８
月
末
ク
ミ
カ
ン
実
績
対
比
に
つ
い
て

⒊

Ｊ
Ａ
共
済
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
点
検
結
果

及
び
改
善
方
針
の
概
要
に
つ
い
て

⒋

㈱
ア
グ
リ
サ
ポ
ー
ト
枝
幸
第
２
四
半
期
実
績
報
告

に
つ
い
て

⒌

組
合
員
の
異
動
状
況
に
つ
い
て

⒍

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
事
故
報
告
に
つ
い
て

⒎

８
月
末
各
部
署
取
扱
高
及
び
実
績
報
告
に
つ
い
て

【
決
議
事
項
】

⒈

中
山
間
枝
幸
集
落
へ
の
農
協
監
事
の
役
員
選
出
に
つ
い
て

⒉

法
人
か
ら
の
新
規
口
座
開
設
申
込
へ
の

対
応
方
針
制
定
に
つ
い
て

⒊

第
２
四
半
期
監
事
監
査
の
整
備
改
善
対
応
策
に
つ
い
て

⒋

令
和
８
年
度
営
農
計
画
策
定
の
基
本
方
針
及
び

作
成
要
領
に
つ
い
て

⒌

令
和
７
年
度
自
己
査
定
に
係
る
担
保
評
価
基
準
に
つ
い
て

⒍

懇
談
会
の
開
催
に
つ
い
て

⒎

旧
メ
カ
ニ
ッ
ク
サ
ー
ビ
ス
在
庫
処
分
に
つ
い
て

【
協
議
事
項
】

⒈

ク
ミ
カ
ン
計
画
・
実
績
見
込
対
比
に
つ
い
て

【
監
査
関
連
報
告
事
項
】

⒈

内
部
監
査
報
告
に
つ
い
て

【
報
告
事
項
】

⒈

９
月
末
ク
ミ
カ
ン
実
績
対
比
に
つ
い
て

⒉

９
月
末
各
部
署
取
扱
高
及
び
実
績
報
告
に
つ
い
て

⒊

令
和
７
年
度
決
算
見
込
（
９
月
末
基
準
）
に
つ
い
て

第８回理事会 開催日：令和7年10月27日

第７回理事会 開催日：令和7年9月24日



氏 名：髙橋 明日香

（ﾀｶﾊｼ ｱｽｶ）

出身地：中頓別町

前 職：ホテルニュー幸林

趣 味：映画鑑賞・ドライブ

特 技：編み物

仕事するうえで心がけたい事

「積極的に新しい事を学び

行動する事」

まずは、組合員様の名前を

早く覚え頑張りますので宜

しくお願いします。

新
採
用
職
員
の
紹
介

営
農
部
営
農
課
営
農
係

9
月
1
6
日
採
用

※退職職員のお知らせ～お疲れさまでした
営農部営農課営農係 「浦谷正憲さん」 ９月30日退職

大
き
く
な
っ
て
里
帰
り

今
年
の
公
共
育
成
牧
場
に
入
牧
し
て

い
た
育
成
牛
16
戸
60
頭
は
、
10
月
22
日

に
若
手
酪
農
家
、
役
場
職
員
、
農
協
職

員
な
ど
が
出
動
し
退
牧
作
業
が
行
わ
れ

た
。当

日
は
、
秋
晴
れ
と
な
っ
た
も
の
の

肌
寒
い
風
が
吹
く
中
で
の
作
業
と
な
り

ま
し
た
。

牛
た
ち
は
、
入
牧
当
初
よ
り
体
重
も

１
０
０
㎏
ほ
ど
順
調
に
増
え
、
一
か
所

に
集
め
ら
れ
、
手
際
よ
く
酪
農
家
ご
と

に
分
け
ら
れ
て
ト
ラ
ッ
ク
に
積
み
込
ま

れ
て
我
が
家
へ
と
届
け
ら
れ
た
。

「♪エッホ、エッホ、エッホ

早くおうちに帰らなきゃ

エッホ、エッホ、エッホ♪」



よ
く
ば
り
フ
ェ
ス
タ
２
０
２
５

秋
の
味
覚
を
楽
し
む
『
よ
く
ば
り
フ
ェ
ス
タ
２
０
２

５
』
は
、
10
月
５
日
に
道
の
駅
マ
リ
ー
ン
ア
イ
ラ
ン

ド
岡
島
特
設
会
場
に
て
盛
大
に
開
催
。
絶
好
の
秋
晴

れ
の
下
、
道
内
各
地
か
ら
訪
れ
た
来
場
者
が
サ
ケ
の

料
理
や
ホ
タ
テ
を
使
っ
た
催
し
を
満
喫
し
た
。

当
日
は
乳
製
品
消
費
拡
大
の
一
環
と
し
て
Ｊ
Ａ
宗

谷
南
も
出
店
し
、
青
年
部
・
女
性
部
の
協
力
の
元
、

牛
乳
の
無
料
配
布
や
乳
製
品
セ
ッ
ト
の
格
安
販
売
の

他
、
じ
ゃ
が
い
も
・
玉
ね
ぎ
・
か
ぼ
ち
ゃ
の
販
売
を

行
い
ま
し
た
。

今
年
も
好
天
に
恵
ま
れ
多
く
の
来
客
で
賑
わ
い
を

見
せ
、
牛
乳
の
無
料
配
布
や
乳
製
品
の
販
売
は
長
蛇

の
列
を
作
り
、
１
、
２
回
目
共
に
す
ぐ
に
終
了
し
て

し
ま
う
程
の
大
盛
況
と
な
り
ま
し
た
。

イ
ベ
ン
ト
の
メ
イ
ン
の
ホ
タ
テ
早
剥
き
大
会
に
は
、

今
年
か
ら
プ
ロ
の
部
が
設
け
ら
れ
、
加
工
場
勤
務
の

技
能
実
習
生
や
水
産
会
社
社
長
ら
12
人
が
参
加
し
、

一
般
の
部
と
の
段
違
い
の
ス
ピ
ー
ド
で
会
場
か
ら
驚

き
の
歓
声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

健
康
志
向
の
昨
今
、
牛
乳
・
乳
製
品
の
消
費
拡
大

の
Ｐ
Ｒ
は
今
後
も
継
続
し
て
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

枝
幸
小
学
校
校
外
学
習
に
牧
場
見
学

枝
幸
小
学
校
は
、
9
月
22
日
、
5
年
生
19
人
が
校
外

学
習
の
一
環
と
し
て
町
内
酪
農
家
を
見
学
し
た
。
町

内
の
第
1
次
産
業
で
あ
る
酪
農
業
の
特
徴
や
、
仕
事

内
容
や
苦
労
な
ど
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
た
。

見
学
先
に
つ
い
て
は
、
「
フ
ァ
ー
ム
和
楽
」
牧
場

の
ご
協
力
を
頂
き
、
フ
リ
ー
ス
ト
ー
ル
、
ロ
ボ
ッ
ト

で
の
搾
乳
に
よ
る
最
新
鋭
の
施
設
を
備
え
る
牧
場
の

見
学
と
な
っ
た
。

児
童
か
ら
は
、
牛
の
食
べ
物
や
食
べ
る
量
、
体
重
、

寿
命
、
ど
ん
な
病
気
に
な
る
の
か
、
治
療
は
誰
が
す

る
の
か
な
ど
多
く
の
質
問
が
挙
が
っ
た
。

ま
た
最
近
の
異
常
気
象
に
も
触
れ
、
洪
水
に
な
っ

た
ら
ど
う
す
る
と
か
、
猛
暑
の
時
の
対
応
な
ど
の
質

問
も
出
る
な
ど
非
常
に
酪
農
に
対
す
る
興
味
深
い
質

問
も
あ
り
、
「
こ
の
校
外
学
習
を
機
に
是
非
酪
農
に

興
味
を
持
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。
」
と

和
楽
の
山
岸
社
長
が
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。



東
野
ひ
で
き
氏

参
議
院
比
例
代
表
選
挙
初
当
選

全
国
の
農
業
者
・
J
A
グ
ル
ー
プ

積
重
ね
た
得
票
数
１
８
万
７
９
４
６
票

おめでとうございます！

投
票
日
の
翌
日

午
前
６
時
1
9
分
の

吉
報
に
涙

「
今
ま
で
味
わ
っ
た
こ
と
の
な
い

長
い
長
い
一
日
。
皆
さ
ん
の
お
か

げ
で
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
立
て
ま

し
た
」

組合員の皆様には、この度の７月に行われた参議院選挙の東野ひ

でき全国比例候補に対しましては、並々ならぬご理解等を賜り当選

出来ました事あらためて報告致します。

お陰様で、全国比例得票数第４位（２つの特定枠除く）と言う素

晴らしい票数を出して頂き、農業者・JAグループの結集力の強さが

証明され大変感銘を受けました。

東野氏は、「述べ５００日間に多くの農業者等から色々な話を聞

き種を蒔くことが出来、これからが実を刈り取りに行くための勝負

となります。何としてもこの多くの声が実りあるものとして行きた

い。」と力強く抱負を述べられました。



認知症を先送りさせる前頭葉刺激習慣のすすめ

第２弾 老けないテレビの見方

ヒント１ 「いちゃもんをつけながら見よう！」
テレビから流れてくる情報をそのまま信じるのではなく「本当にそうなのか？」と

疑って見ましょう。要するにテレビと「会話」することです。「いちゃもんをつけ

る」「ツッコミを入れる」には、話の内容に聞き耳を立て本当なのか、適切なのか、

見逃していることは無いかなどを考えていると、観察力が磨かれ、テレビから脳に

インプットされた情報をそのまま受け入れるだけでなく、それは違うだろうと反対

の意見を説明するいわゆるアウトプットすることで前頭葉は、フル稼働状態となり

知ったかぶりのコメンテーターには「あんたに言われたくない」とどんどんテレビ

に向かってツッコミを入れるとスリリングで面白いと思います。

ヒント２ 「ニュースを比べて見る＆分からない情報を受け流さない」
ニュースを比べながら見ることは、重要で気になったり引っかかったりしたニュー

スがあった場合は、他のチャンネルはどう報道しているかを比べて見る事です。

色々なチャンネルを切り替え自分なりに評価することを心がけ「多様性」を確保す

ることが、前頭葉を鍛えるに必要です。またニュースや情報番組で内容や言葉が分

からない場合は、放置しないでスマホやパソコンのネットで検索して見て下さい。

どんどん新しい知識が増える事でしょう。

ヒント３ 「テレビの情報でアクション！」
テレビには、旅番組やグルメ番組を見て満足感を持つのも悪くはありませんが、折

角なら行きたい場所や食べたいと持ったお店は、メモをしそこに足を運ぶのもいい

でしよう。出かけるにはお化粧も、洋服もと色々考える事が、前頭葉の刺激となり

ボケ防止につながります。前頭葉を鍛えるにはまず「意欲」を持つことです。番組

などで紹介された場所に行くこと、行く意欲が大事です。またテレビの軽い運動や、

筋トレも一緒にやってみてはいかがでしょうか。

ヒント４ 「多くのチャンネルにアクセスしてみる」
テレビのモニターは、今や地上波の他にＢＳやケーブルＴⅤと多チャンネルの時代

にそして今は、インターネットに接続可能なテレビが当たり前となっています。

自分が見たい映画やドラマや無料視聴のユーチューブの動画も見ることが出来るよ

うになっています。今や番組の選択肢が格段に増えた中で、いつも決まりきった番

組を繰り返してるようでは、脳の思考停止を促します。新しい刺激を求めて多チャ

ンネルの有効利用を勧めますが、だらだらと朝から晩までテレビを見る生活は要注

意です。

ヒント５ 「テレビゲームも悪くない」
テレビゲームの良いところは、何より脳の活性化が期待できます。コントローラー

を適切に動かさなくてはならず、脳を使って何をすべきか判断して、ボタンを押す

操作が必要となり、いろいろな知的・運動機能を同時に使うわけで、足腰が弱って

外に出かけるのが困難な高齢者でも楽しめますが、長時間の没入は要注意です。





「国消国産の日」は、１０月１６日です。これは、「国民が必要として消費する食

料は、できるだけその国で生産する。」という「国消国産」の考え方を広めるため

にＪＡグループが制定しました。

制 定：2021年ＪＡ全中（全国農業協同組合中央会）が制定しました。

由 来：１０月１６日は国連が「世界食料デー」と定めてた日でもあり、これに合わせた。

趣 旨：「国消国産」の考えを普及させ、日本の食料自給率を高め食の未来につなげること

を目指しています。

金融店舗からのお知らせ
日頃よりＪＡ事業ならびに信用事業には、ご理解と

ご協力を賜り、厚くお礼申し上げます。

さて、組合員の皆様におかれましては、すでに周知

されていると思いますが、10月1日より窓口の

営業時間を変更させて頂いています。

12：00～13：00は昼休憩を導入しており

窓口を閉めております。

なお、ATMは通常通りご利用頂けます。


